
担当部局

必須事業

見込 有 有 有

実績 有

見込 6箇所 6箇所 6箇所

実績 6箇所

見込 6件 6件 6件

実績 5件

見込 8人 8人 8人

実績 8人

見込 74回 74回 74回

実績 52回

見込 1箇所 1箇所 1箇所

実績 1箇所

見込 有 有 有

実績 有

見込 有 有 有

実績 有

見込 781人 781人 781人

実績 654人

見込 8人 8人 8人

実績 6人

見込 有 有 有

実績 有

見込 3,014件 3,165件 3,323件

実績 2,407件

見込 80件 84件 88件

実績 90件

見込 有 有 有

実績 0

見込 304件 319件 335件

実績 199件

見込 109件 111件 113件

実績 77件

見込 227件 232件 237件

実績 183件

見込 269件 274件 279件

実績 201件

(９)地域生活支援事業

パソコンサポーター
養成・派遣事業

手話通訳者派遣事業 派遣件数

要約筆記者派遣事業 派遣件数

活動回数

介護・訓練支援用具 給付件数

成年後見制度利用
支援事業

利用者数

重度障害者入院時コ
ミュニケーション支援

事業
事業の実施

養成人数

本人活動支援事業
(ボランティア活動参加

促進)

在宅療養等支援用具

（カ）日常生活用具給付等事業　※給付、利用件数：各年度の年間件数（件/年）

盲ろう者通訳・ガイド
ヘルパー派遣事業

派遣件数

障害者基幹相談支援セ
ンター等機能強化事業

事業の実施

地域精神保健福祉対策
(ピアサポート事業)

活動件数

発達障害者支援セン
ター運営事業

利用者数

自立生活支援用具 給付件数

（エ）成年後見制度利用支援事業・成年後見制度法人後見支援事業

成年後見制度法人
後見支援事業

事業の実施

（オ）意思疎通支援事業

給付件数

計
画
（
Ｐ
）
↓
実
施
（
Ｄ
）

活動指標
（内容）

第７期北九州市障害福祉計画・第３期北九州市障害児福祉計画の目標等の管理シート

保健福祉局　障害福祉部

― （９）その他の活動指標

目標値 下記　活動指標の見込量のとおり

○活動指標の一覧

（ア）理解促進研修・啓発事業

障害者差別解消・共生
社会推進事業

事業の実施

住宅入居等支援事業
（居住サポート事業）

事業の実施

（ウ）相談支援事業・専門性の高い相談支援事業

（イ）自発的活動支援事業

ピアカウンセリング事
業

箇所数

障害者相談支援事業
（障害者基幹相談支援

センター）
箇所数
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見込 286件 292件 298件

実績 200件

見込 13,683件 13,957件 14,237件

実績 13,286件

見込 19件 19件 19件

実績 14件

見込 80人 80人 80人

実績 90人

見込 37人 37人 37人

実績 42人

見込 10人 10人 10人

実績 4人

見込 ― 10人 ―

実績 ―

見込 426人 427人 428人

実績 446人

見込 64,194時間 64,634時間 65,074時間

実績 65,935時間

見込 5人 5人 5人

実績 2人

見込 9箇所 9箇所 9箇所

実績 9箇所

見込 16人 18人 19人

実績 10人

任意事業

見込 12人 13人 14人

実績 10人

見込 950人 950人 950人

実績 1,002人

見込 19人 19人 19人

実績 21人

見込 1,107回 1,107回 1,107回

実績 1,209回

見込 127人 129人 131人

実績 170人

見込 7,289回 7,299回 7,309回

実績 9,169回

利用者数

利用件数

重度障害者大学等
進学支援事業

利用者数

（ク）移動支援事業
　　※利用者数：各年度の月平均利用人数　※利用時間：各年度の延べ利用時間

給付件数

排泄管理支援用具

生活訓練等・中途視覚
障害者緊急生活訓練

利用者数

（ア）日中生活支援事業
　　※利用回数：各年度の延べ利用回数、利用人数：各年度の月平均利用人数

日中一時支援事業
(日帰りショートステ

イ)

利用者数

利用回数

地域活動支援
センター事業

箇所数

利用回数

福祉ホーム 利用者数

（コ）広域的な支援事業　※従事者数：各年度に従事するピアサポートの人数

精神障害者地域生活支
援広域調整等事業

ピアサポー
ト従事者数

訪問入浴サービス

移動支援事業

利用者数

利用時間

（ケ）地域活動支援センター機能強化事業　※箇所数：各年度末の地域活動支援センター設置箇所数

手話通訳者養成事業 養成人数

要約筆記者養成事業 養成人数

盲ろう者通訳・ガイド
ヘルパー養成事業

養成人数
（隔年実
施）

居宅生活活動作
補助用具

（住宅改修費）

給付件数

（キ）奉仕員養成研修事業　※養成人数：各年度の年間養成講座受講修了者数

手話奉仕員養成研修事
業

養成人数

情報・意思疎通
支援用具

計
画
（
Ｐ
）
↓
実
施
（
Ｄ
）

活動指標
（内容）
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見込 230人 240人 250人

実績 271人

見込 19箇所 20箇所 21箇所

実績 22箇所

見込 29回 29回 29回

実績 40回

見込 10人 10人 10人

実績 7人

見込 10人 10人 10人

実績 9人

見込 245点 255点 265点

実績 299点

障害者スポーツ大会 参加者数

芸術文化活動振興 出展数

養成人数

点字・声の広報等
発行事業

発行回数

（イ）社会参加支援事業

障害者スポーツ教室 箇所数

点訳奉仕員養成事業

音訳奉仕員養成事業 養成人数
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　見込値を上回っており、一定の成果を得ていると考えます。今後も利用者への
適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体制の充実（良質なサービ
ス提供）に努めます。

　見込値を上回っており、一定の成果を得ていると考えます。今後も利用者への
適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体制の充実（良質なサービ
ス提供）に努めます。

自立訓練
（生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援（A型）

就労継続支援（B型）

　一定の成果を得ていると考えます。今後も利用者への適切なサービスの支給
決定の実施や、サービス提供体制の充実（良質なサービス提供）に努めます。

ー

　一定の成果を得ていると考えます。今後も利用者への適切なサービスの支給
決定の実施や、サービス提供体制の充実（良質なサービス提供）に努めます。

　見込値を上回っており、一定の成果を得ていると考えます。今後も利用者への
適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体制の充実（良質なサービ
ス提供）に努めます。

　見込値を上回っており、一定の成果を得ていると考えます。今後も利用者への
適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体制の充実（良質なサービ
ス提供）に努めます。

評
価
（
C
）
↓
改
善
（
A
）

令
和
６
年
度

評価
（Ｃ）
【目標
等を踏
まえた
評価、
改善方

策
（案）

】

　一定の成果を得ていると考えます。今後も利用者への適切なサービスの
支給決定の実施や、サービス提供体制の充実（良質なサービス提供）に努
めます。

同行援護
　見込値を上回っており、一定の成果を得ていると考えます。今後も利用
者への適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体制の充実（良
質なサービス提供）に努めます。

行動援護
　見込値を上回っており、一定の成果を得ていると考えます。今後も利用
者への適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体制の充実（良
質なサービス提供）に努めます。

就労選択支援

(１)福祉施設の入所者の地域生活への移行
　　①訪問系サービス

重度障害者等包括支援
　現在、市内に開設している事業所がないため、新たにサービス提供を検
討している事業所への情報提供、ならびに開設に向けた相談等を受け、今
後サービス提供できるように努めます。

(１)福祉施設の入所者の地域生活への移行
　　②日中活動系サービス

生活介護

自立訓練
（機能訓練）

居宅介護
  見込値を上回っており、一定の成果を得ていると考えます。今後も利用
者への適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体制の充実（良
質なサービス提供）に努めます。

重度訪問介護
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保健、医療及び福祉関
係者による協議の場

　開催回数、参加人数等は見込み数を達成しています。引き続き、市の付
属機関である「精神保健福祉審議会」を活かして協議を行っていきます。

精神障害のある人の地
域移行支援

　見込み数22人に対し、実績数は37人でした。引き続き、本サービスを必
要とする方がいつでも利用することができるように、関係機関への周知、
連携強化を図ります。

福祉型短期入所

医療型短期入所

(１)福祉施設の入所者の地域生活への移行
　　③自立生活援助・共同生活援助・施設入所支援

自立生活援助
　一定の成果を得ていると考えます。今後も利用者への適切なサービスの支給
決定の実施や、サービス提供体制の充実（良質なサービス提供）に努めます。

就労定着支援

療養介護

　一定の成果を得ていると考えます。今後も利用者への適切なサービスの支給
決定の実施や、サービス提供体制の充実（良質なサービス提供）に努めます。

　見込値を上回っており、一定の成果を得ていると考えます。今後も利用者への
適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体制の充実（良質なサービ
ス提供）に努めます。

評
価
（
C
）
↓
改
善
（
A
）

令
和
６
年
度

評価
（Ｃ）
【目標
等を踏
まえた
評価、
改善方

策
（案）

】

共同生活援助
（グループホーム）

　見込値を上回っており、一定の成果を得ていると考えます。今後も利用者への
適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体制の充実（良質なサービ
ス提供）に努めます。

施設入所支援
　見込値を上回っており、一定の成果を得ていると考えます。今後も利用者への
適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体制の充実（良質なサービ
ス提供）に努めます。

(１)福祉施設の入所者の地域生活への移行
　　④相談支援

計画相談支援

地域移行支援

地域定着支援

(２)精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

　概ね見込み値どおりであり、一定の成果を得ていると考えます。
　自立支援協議会で開催する連絡会議や研修会を通じて相談支援専門員の
質の向上を図るとともに、関係機関との連携強化を進めます。

　一定の成果を得ていると考えます。今後も利用者への適切なサービスの支給
決定の実施や、サービス提供体制の充実（良質なサービス提供）に努めます。

　一定の成果を得ていると考えます。今後も利用者への適切なサービスの支給
決定の実施や、サービス提供体制の充実（良質なサービス提供）に努めます。
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精神障害のある人の地
域定着支援

　見込み数26人に対し、実績数は44人でした。引き続き、本サービスを必
要とする方がいつでも利用することができるように、関係機関への周知、
連携強化を図ります。

地域生活支援拠点等が
有する機能の充実に向
けた検証及び検討の実

施回数

　支援の質向上推進会議にて、拠点の体制や整備について検討。また拠点
の登録事業者からの現状報告を行いました。（計２回）
　令和６年９月と令和７年２月には、地域生活関係者交流会にて事業者の
意見交換会を実施しました。

地域生活支援拠点の機
能充実を推進するコー

ディネーター設置

　地域生活支援拠点の持続可能な運営を目的として、地域のニーズに対応
できる連携体制を構築するため、令和２年度より障害者基幹相談支援セン
ターに１名を配置しています。

　見込み数846人に対し、実績数は936人でした。引き続き、関係会議等を
通してサービスの質の向上に協力するとともに、関係機関との連携強化を
進めます。

再掲：(１)福祉施設の入所者の地域生活への移行
②日中活動系サービス　参照

評
価
（
C
）
↓
改
善
（
A
）

令
和
６
年
度

評価
（Ｃ）
【目標
等を踏
まえた
評価、
改善方

策
（案）

】

就労移行支援

就労継続支援（A型）

就労継続支援（B型）

就労定着支援

生活介護

精神障害のある人の共
同生活援助

精神障害のある人の自
立訓練（生活訓練）

　見込み数185人に対し、実績数は163人でした。利用者数自体は例年通り
の推移であり、引き続き本サービスを必要とする方がいつでも利用するこ
とができるように、関係機関への周知、連携強化を図ります。

精神障害のある人の自
立生活援助

　見込み数・実績数ともに0名でした。市内でのサービス利用開始に向け
て、障害福祉サービスの所管課である障害者支援課を含めた関係機関との
情報共有、連携強化を図ります。

(４)福祉施設から一般就労への移行等

(３)地域生活支援の充実

地域生活支援拠点等の
設置

　令和６年度は緊急時の受入施設として、１施設１空床を委託契約により
確保した。また、地域生活支援拠点等の面的整備を進めるため、「相談」
「緊急時の受入れ・対応」「体験の機会・場」の機能を満たすグループと
してモデル的に活動する事業所を募集しました。自立支援協議会で応募者
の評価を実施し、３グループ１３事業所を選定しました。
（R7.6現在は３グループ、１２事業所）
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　今後も利用者への適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体
制の充実（良質なサービス提供）に努めます。

　今後も利用者への適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体
制の充実（良質なサービス提供）に努めます。

　今後も利用者への適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体
制の充実（良質なサービス提供）に努めます。

　今後も利用者への適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体
制の充実（良質なサービス提供）に努めます。

　今後も利用者への適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体
制の充実（良質なサービス提供）に努めます。

(５)障害のある子どもに対する支援の提供体制の整備等

児童発達支援

就労選択支援

　今後も利用者への適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体
制の充実（良質なサービス提供）に努めます。

自立訓練
（生活訓練）

自立訓練
（機能訓練）

再掲：(１)福祉施設の入所者の地域生活への移行
②日中活動系サービス　参照

就労定着実績体制加算
の支給決定数

　見込値を上回っており、一定の成果を得ていると考えます。今後も利用
者への適切なサービスの支給決定の実施や、サービス提供体制の充実（良
質なサービス提供）に努めます。

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

居宅訪問型児童
発達支援

福祉型障害児
入所支援

医療型障害児
入所支援

評
価
（
C
）
↓
改
善
（
A
）

令
和
６
年
度

評価
（Ｃ）
【目標
等を踏
まえた
評価、
改善方

策
（案）

】

障害児相談支援
　概ね見込み値どおりであり、一定の成果を得ていると考えます。
　自立支援協議会で開催する連絡会議や研修会を通じて相談支援専門員の
質の向上を図るとともに、関係機関との連携強化を進めます。

医療的ケア児に対する
関連分野の支援を調整
するコーディネーター

　保健、医療、福祉、子育て、教育等の必要なサービスを統合調整し、医
療的ケアが必要な子どもとその家族に対して、サービスを紹介するととも
に、関係機関と医療的ケアが必要な子どもとその家族をつなぐため、今後
も引き続き総合療育センターに医療的ケア児コーディネーターを配置し、
相談対応等を行います。
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